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お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
一
番
知

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
。
小
児
な

ら
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
危
険
な
病

気
に
つ
い
て
、
小
児
科
部
長(

兼)

新
生
児
科
部
長
の
村
林
医
師
が
解
説

し
ま
す
。

Ｑ
・
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
っ
て
な
に
？

Ａ
・
２
歳
未
満
の
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん

が
突
然
心
肺
停
止
し
、
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
疾
患
を
、
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群(

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ)

と
い
い
ま
す
。

奇
病
の
よ
う
で
す
が
、
０
歳
児
の
死

亡
原
因
の
第
３
位
を
占
め
る
ほ
ど
多

い
疾
患
で
す
【
表
】
。

発
症
率
を
高
め
る
因
子
が
判
明
し
て

い
ま
す
。
①
う
つ
ぶ
せ
寝
、
②
受
動

喫
煙
、
③
人
工
乳
栄
養
で
す
。

 
 

①
う
つ
ぶ
せ
寝
は
、
窒
息
の
原
因

に
も
な
る
の
で
、
必
ず
仰
向
け
で
寝

か
せ
て
く
だ
さ
い
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
窒

息
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

 
 

②
同
室
内
に
喫
煙
者
が
い
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
も
喫
煙
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
保
護
者
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
客
さ
ん
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
に
接
す

る
人
は
禁
煙
し
て
く
だ
さ
い
。
禁
煙

出
来
な
い
場
合
は
、
室
外
で
喫
煙
す

る
こ
と
。
そ
れ
で
も
衣
服
に
タ
バ
コ

の
煙
が
し
み
つ
く
の
で
抱
っ
こ
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

③
人
工
乳
栄
養
は
、
様
々
な
理
由

で
母
乳
を
与
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

る
の
で
、
や
む
を
得
な
い
面
が
あ
り

ま
す
。
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ち
る
こ
と
を
異
物
誤
嚥
（
気
道
異
物
）

と
呼
び
ま
す
【
図
１
】
。
ど
ち
ら
も

危
険
で
す
が
、
異
物
誤
嚥
で
は
窒
息

を
起
こ
し
、
５
分
間
で
脳
死
に
至
り
、

亡
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

誤
飲
・
誤
嚥
す
る
異
物
は
、
タ
バ

コ
、
硬
貨
、
ボ
タ
ン
電
池
、
画
鋲
な
ど
、

身
の
回
り
に
あ
る
も
の
で
す
。【
図
２
】

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
誤
嚥
し
た
場
合
、
気

道
で
水
分
を
吸
っ
て
膨
張
し
、
咳
込

み
、
呼
吸
苦
、
顔
色
不
良
へ
と
除
々

に
増
悪
し
ま
す
。
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が

め
脳
性
麻
痺
に
な
る
こ
と
が
大
半
で

す
。
原
因
は
肺
炎
球
菌
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
菌
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
と
は
別
）
に
よ
る
細
菌
感
染
症

で
す
。
２
０
０
７
年
、
こ
の
２
種
の

細
菌
に
対
す
る
予
防
接
種
の
開
始
以

降
、
前
述
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
は
ほ

ぼ
診
な
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
こ
の

２
種
類
の
予
防
接
種
は
公
費
補
助
が

下
り
ま
す
。
予
防
接
種
も
薬
品
な
の

で
副
作
用
が
な
い
と
は
言
い
ま
せ
ん

が
、
極
め
て
稀
な
副
作
用
を
心
配
し

て
、
接
種
し
な
い
と
い
う
選
択
は
あ

ま
り
に
非
科
学
的
で
す
。

　

ア
イ
ド
ル
の
ラ
イ
ブ
で
、
ワ
ク
チ

ン
未
接
種
の
フ
ァ
ン
に
「
は
し
か
」

が
広
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

は
し
か
は
脳
炎
を
起
こ
し
、
亡
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を

し
な
い
で
生
活
す
る
の
は
危
険
で
あ

り
、
小
児
の
将
来
を
思
う
と
気
の
毒

で
す
。
予
防
接
種
を
し
な
い
、
あ
る

い
は
疑
問
の
あ
る
方
は
、
医
療
機
関

に
ご
相
談
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

 
 

お
子
さ
ん
を
本
症
で
亡
く
し
た
昭

和
の
横
綱
・
千
代
の
富
士
は
体
験
を

本
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
を
避

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
万
が
一

心
肺
停
止
し
た
場
合
は
、
救
急
要

請
と
同
時
に
ご
家
族
で
人
工
呼
吸
、

胸
骨
圧
迫
を
行
う
と
生
存
率
が
高
ま

る
こ
と
も
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
・
異
物
誤
飲
・
誤
嚥
の
危
険
性
は
。

Ａ
・
小
児
は
食
べ
物
で
な
く
て
も
、

何
で
も
口
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

異
物
が
食
道
に
落
ち
る
こ
と
を
異
物

誤
飲
（
消
化
管
異
物
）
、
気
管
に
落

危
険
な
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

小
学
校
入
学
ま
で
食
べ
さ
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
異
物
誤
飲
・
誤
嚥
で
受

診
す
る
際
、
必
ず
病
院
に
お
電
話
を

く
だ
さ
い
。
来
院
中
の
応
急
処
置
を

指
示
出
来
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
物
の
成
分
が
わ
か
る
も

の
（
袋
や
能
書
な
ど
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
自
宅
に
取
り
に
帰
る
時
間

は
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

Ｑ
・
予
防
接
種
の
必
要
性
は
。

Ａ
・
稀
に
予
防
接
種
を
受
け
な
い
と

い
う
方
を
診
ま
す
。「
予
防
接
種
は

20
世
紀
の
医
学
で
最
大
の
発
明
」
と

い
う
先
生
も
い
ま
す
。
天
然
痘
ワ
ク

チ
ン
が
普
及
し
、
地
球
か
ら
天
然
痘

と
い
う
疫
病
が
消
滅
し
ま
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
有
益
な
科
学
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

発
熱
し
た
小
児
が
急
に
顔
色
が
悪

く
な
り
、
心
肺
停
止
で
病
院
に
運

ば
れ
、
蘇
生
を
行
う
と
い
う
経
験

が
年
に
２
、
３
件
あ
り
ま
し
た
。
つ

い
数
年
前
ま
で
の
こ
と
で
す
。
患
者

さ
ん
は
亡
く
な
る
か
、
低
酸
素
の
た



フィリップス社製 1.5T MR  
Ingenia 1.5T Evolution を
導入しました。この装置
は、従来よりも精度の高
い画像が取得できるだけ
でなく、最新の機能によ
り多様な撮像ができるよ
うになりました。

ノイズが少なく高いコントラストの画
像を取得でき、従来のアナログシステ
ムと比較して、高分解能・高画質を実
現しました。体動や金属といった歪み
を補正するアプリケーションの充実に
より、ＭＲＩ検査の適応患者が拡大し、
また、より多くの診断情報を得られる
ようになりました。

装置のデジタル化や高速撮像技術によ
る短時間での撮像と、静音機能や快適
性を向上させた寝台マットレスの搭載
により、従来拘束時間が長くストレス
の多かったＭＲＩ検査を、より快適に
受けることができます。
頭の検査であれば、検査時間は 15 分
程度です。

おしおし
らせらせ

2020 年３月から４月にかけて新型コロナが大流行していたアメリカのある病院で、３月に
は医療従事者に、その後４月には患者にもマスク着用を義務化し、双方がマスクを着用した
ところ、医療従事者の新型コロナの感染率が低下したそうです。

マスクは他者への感染を防ぐ ・ ・ ・
　　　　　　　マスクの話　「ユニバーサルマスキング」

これは、多くの人がマスクを装着することで、感染のリスクは大きく下がるという事実です。こ
れを、ユニバーサルマスキングと呼びます。新型コロナも、インフルエンザも、「自分が人にう
つさない」という姿勢で、マスクを装着して対策しましょう。

PICKPICK
UPUP

PICKPICK
UPUP 新型ＭＲＩを導入しました !!

【患者さんのメリット】【装置の特徴】

高画質と高速化を提供！

病院ホームページを昨年の
１１月２日にフルリニューアル
しました !!

小児科の患者さんを
支えるスタッフ !!

スマートフォンやタブレットなどの
モバイル端末からでも見やすく分か
りやすいレイアウトになりました。
ぜひ、ご覧ください。
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